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平成30年度は下記のとおり検査を実施しますので、御協力をお願いします。

（防疫課）

平成３０年度の検査計画

検査項目 対象家畜 対象地域 検査手数料

ブルセラ病
乳用牛

郡山市（三穂田・熱海）、田村市（常葉町小
檜山、常葉町堀田、常葉町山根、常葉町早

稲）、天栄村、平田村（小平、北方、駒形、小
松原、鴇子、中倉、永田、東山）、古殿町、
西郷村（鶴生、小田倉）、棚倉町、

いわき市（三和町三坂、三和町下三坂、田人
町、小名浜）

300円／頭

結核病 310円／頭

ヨーネ病
肉用繁殖牛
乳用牛

1,000円／頭

家きんサルモネラ感染症 種鶏及び種
鶏候補

管内一円 60円／羽

腐蛆病 蜜蜂 管内一円 70円／群

豚オーエスキー病 豚 管内一円 600円／頭

この度の定期人事異動で会津家畜保健衛生所から参りました坂本
と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
当所は県中、県南及びいわきの３家保が再編統合され本年２月１

日に「中央家畜保健衛生所」として開所したばかりであり、この４
月からが本格始動と考えております。２９名の獣医師職員を抱える
家保は全国的にも少なく最大規模の組織です。新たに設置された
「安全対策・監視課」は、高病原性鳥インフルエンザのような特定
家畜伝染病などの全県的な防疫対応の中枢を担い、平時は万一に備
えた体制整備を推進するほか、発生時には県対策本部・地方対策本
部や発生現地との間の太いパイプ役となって連携しながら的確な防
疫措置を行うこととしています。
超広域家保となりましたが、これまで同様にサービスを提供し畜

産農家や獣医師の皆様には御迷惑のかからないよう職員一同努力し
て参りますので、引き続き御支援・御協力を賜りますようお願いい
たします。

所長挨拶

中央家畜保健衛生所

所長 坂本秀樹

平成30年４月



人の医療分野で使われるコリスチンは、薬剤耐性菌の出現防止のため二次選択薬になりまし
た。７月１日からは飼料添加物としても使用禁止となります。

畜産分野ではコリスチンは、動物用医薬品として、豚（４月齢以下）及び牛（６月

齢以下）の細菌性下痢症の治療に使用されています*。

平成２９年１月、食品安全委員会はコリスチンの薬剤耐性菌に関する食品健康影響

評価の結果を公表し、硫酸コリスチンが、家畜に使用された場合のリスクの程度は

「中等度」であり、動物用医薬品としての使用について、より一層の慎重使用の徹

底等のリスク管理措置の強化が必要と評価されました。

* 飼料添加物としてのコリスチンについては、指定を

取消し、使用を禁止します（平成30年7月1日）。

コリスチンについて

コリスチン製剤は第二次選択薬として限定的に使用しましょう

コリスチン製剤のリスク管理措置の強化として、これまでに食品安全委員会が

「中等度」と評価した医療上重要度の極めて高いフルオロキノロン製剤等と同様に、

他の抗菌剤が効かなかった場合にのみ使用する第二次選択薬に位置付けられます

（平成30年4月１日）。

コリスチン製剤については、第二次選択薬として、以下の事項を理解した上で、

獣医師の指示に基づき、慎重使用を徹底し、薬剤耐性菌の出現防止に努めて下さい。

○ 第一次選択薬が無効の症例に限り使用すること

○ 薬剤感受性を原則確認し、投与は必要最小限の期間にすること

○ 定められた用法・用量を厳守すること

○ 定められた期間内であっても反復投与は避けること

○ 投薬開始後３日以内に治療効果を確認し、効果が見られない場

合は獣医師の判断に基づき薬剤の変更等を行うこと

コリスチン製剤は第二次選択薬になりました

（農林水産省安全局資料より）



韓国で口蹄疫が発生しました

（農林水産省ＨＰより抜粋）

韓国では、2018年３月に13か月ぶりに豚で口蹄疫（A型）の発生が
確認されました。ゴールデンウィークを迎えるにあたり海外と日本を往
来する旅行者が増加し、我が国へ侵入するリスクが高まっています。
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2018年4月2日現在

京畿道（２件）
3月26日 金浦（キンポ）市 豚 （A型）
3月28日 金浦（キンポ）市 豚 （血清型検査中）

発生確認件数：2件
（A型：1件、血清型検査中：1件）：発生地点

韓国における口蹄疫の発生状況
（2018年3月以降）

※海外渡航からの帰国後１週間は衛生管理区域に立入らないように注意しましょう



国内･韓国での鳥インフルエンザ発生状況

韓国では現在でも高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生が継続してい
ます。昨年3月下旬には宮城県と千葉県の家きんでHPAIが発生しており、今
シーズンは、昨年11月に島根県で野鳥にHPAIウイルスが確認され、今年１月
11日には香川県の肉用鶏で本病の発生があり、3月にも兵庫県の多数のカラス
からHPAIウイルスが検出されています。
５月までは野鳥の北帰行の時期なので、今一度、農場内及び家きん舎内への

野生動物の侵入防止対策（破損箇所の修繕など）を徹底し、早期発見・早期通
報をお願いします。
なお、4月15日付けで、日本は国際獣疫事務局（OIE）の規定に基づき、鳥

インフルエンザの清浄国となりましたのでお知らせします。

（農林水産省ＨＰより
抜粋）



近年、交通網や物流体制の発達に伴い、国内への

海外悪性伝染病の侵入リスクが高まっています。福

島県では、海外悪性伝染病への対応を踏まえ、家保

再編に併せ家畜衛生に関する危機管理をになうセク

ションとして「安全対策・監視課」を新たに設置し

ました。県内全域が業務範囲となります。現在、課

員は３名ですが関係機関、市町村、関係団体、生産

者の皆さまと連携を密にし、効率的に防疫体制の整

備に努めてまいりますので皆さまのご協力をお願い

します。

安全対策・監視課が新設されました

ストップＦMＤ・ＨＰＡＩ

４月は口蹄疫、鳥インフ
ルエンザ発生防止強化月
間です。

ＦMＤ
ＨＰＡＩ

解剖後の焼却処理に施設使用料（焼却料）
がかかるようになりました

平成30年4月より病性鑑定実施後の解剖焼却処理について焼
却料がかかるようになりました。
解剖時に福島県収入証紙にて納付して下さい。
焼却施設使用料がかかるのは牛のみで、金額は以下のとおり
です。

区 分 焼却施設使用料

満２４ヵ月齢未満の牛 10,000円

満２４ヵ月齢以上の牛 15,２00円
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○ 農家への家畜衛生対策の指導
○ 動物用医薬品の適正使用・販売の監視・指導
○ 家畜排せつ物の適正処理の指導 等

○ 家畜伝染病の発生予防、まん延防止の対策
○ 飼養衛生管理基準の指導 等

○ 家畜疾病の原因特定
・病理担当 ・ウイルス担当 ・細菌担当 ・生化学担当 ・ＢＳＥ担当

○ 特定家畜伝染病の情報収集及び提供
○ 特定家畜伝染病発生時の対策・連絡調整
○ 備蓄防疫資材の管理 等
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